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へ
た
か
ら
、
日
終
は
附
に
列
し
た
が
言
ふ
こ
と
能
は

ず
、
訟
に
法
問
に
敗
れ
た
と
の
抗
決
を
奥
へ
ら
れ

た
。
日
経
は
米
だ
問
答
せ
ず
し
て
勝
以
の
あ
る
べ
き

剖
闘
な
〈
、
此
く
の
如
き
裁
決
は
、
大
型
不
線
以
賊

の
凶
士
山
に
あ
ら
ざ
れ
ば
お
さ
ど
る
間別
で
あ
る
と
設
拐

し
た
。
依
っ
て
矧
年
京
都
に
税
法
せ
ら
れ
、
二
月
二

十
日
大
総
河
阪
に
於
い
て
耳
と
臼
と
を
削
が
れ
た
。

円正
よ
り
日
終
の
お
針
縫
桁
品
、
こ
れ
刷
帥
円
引
離
の
む

跡
を
織
ぐ
も
の
で
あ
る
と
拐
百
し
た
o
し
か
も
そ
の

足
を
留
め
る
所
直
に
遂
は
れ
た
の
で
、
出羽狭
・述
附

を
総
て
加
引
に
人
b
ん
と
し
た
が
、
前
川
利
引
山
の
信

三
峨
志
附
長
好
之
を
訟
に
見
、
作
ひ
附
っ
て
金
抑
の

妙
法
寺
に
位
き
、
X
お
に
一
寺
を
創
立
し
て
本
位
寺

と
脱
し
た
o
M
M
に
し
て
掠
附
が
日
終
の
践
跡
を
泊
紡

す
る
こ
と
甚
だ
縦
で
あ
っ
た
か
ら
、
以
川
町
は
お
を
滞

に
及
ぼ
さ
ん
こ
と
を
恐
れ
、
日
終
に
秘
し
て
去
ら
し

め
た
。

日
縦
乃
ち
越
巾
に
入
り
、
滞
.陀
村
仰
人
の
附

伏
を
泣
け
、
白
山
に
正
樹
苛
を
起
し
、
後
以
外
数
製

の
山
村
に
悶
れ
、川刊
似
七
十
を
以
て
減
し
た
。
或
は

日
純
が
本
位
寺
に
寂
し
た
と
も
M
m
へ
る
。

Z

ツ
キ
ヨ
ウ
日
京

日

誌
宗
の
針
。
刑
制
同
郷
妙

成
苛
三
十
七
代
の
住
持
。
法
令
院
と
桝
し
、
天
保
三

年
八
局
引
一
日
越
後
で
泌
化
し
た
。

ニ
ツ
キ
ヨ
ウ
目
校

日
間
地
宗
の
附
。
守
は
恕
光
、

恕
冶
院
と
抑
制
し
た
。

山
械
の
入
。

初
め
地
眠
法
輪
寺

の
中
心
院
日
定
に

m
m
L、
山
科
制
林
に
烈
ん
で
直

に
玄
殺
を
訓
じ
た
。
次
い
で
肥
前
大
村
本
政
寺
に
住

み
、
僻
し
て
身
延
山
日
怖
の
門
人
と
な
れ
リ
、
阪
商
M
M

林
に
遊
ん
で
議
成
り
、
文
句
を
山
科
の
詑
岡
部
寺
に

講
じ
、
制
伎
の
山
川
協
同
寺
に
佐
み
、

χ
妙
岳
山
の

山市川
に
限
じ
て
来
を
制
し
た
o

F

T
保
十
七
年
初
川
郡
妙

成
脊
に

λ
山、

そ
の

H
五
代
を
制
法
L
、
平
保

H
一

年
三
月
廿
入
日
寂
し
た。

-
一
ツ
シ
ユ
ウ
目
修
日
間
出
宗
の
例
。
金
禅
師
明

寺
入
代
の
住
持
。
解
読
院
。

延
平
二
年
八
且
入
日
八

十

一
以
寂
。
同
脊
に

『
説
法
五
千
殴
成
就
、
日
修
花

抑
』
の
仰
が
あ
る
。

ユ
ツ
シ
ユ
ウ
目
舜

日
間
山
宗
の
前
。
羽
咋
郷
妙

成
奇
九
代
の
住
持
。
そ
の
似
を
失
ふ
。

ニ
ツ
キ
ヨ
ウ
目
覚

日
泌
宗
の
的
。
字
は
れ
等
、

誠
様
院
と

m
L、
伊
保
松
山
の
人
で
あ
る
。
初
め
城

州
山
科
殺
同
諸
寺
に
爪
び
、
後
身
延
山
日
俗
の
門
人

と
な
白
、
妙
芸
山
に
慰
ん
で
直
に
玄
訟
を
講
じ
、
又

文
句
を
山
科
M
M
林
に
誠
じ
、
次
い
で
巾
州
信
隆
寺
に

住
み
、
次
に
京
都
妙
似
寺
に
口
取
し
た
。
苧
保
十
五

年
初
同
地
妙
成
寺
に
入
山
し
て
そ
の
什
四
代
を
山
間
法

し
、
十
七
年
身
延
山
に
斡
任
し
て
三
十
五
代
と
な

旬
、
十
九
年
正
月
官

一
日
寂
し
た
。

ニ
ツ
キ
ン
目
均

日
紘
一
世
間
の
併
o
m
羽
咋
部
妙
成

守
四
十
四
代
に
問
。
、宇
は
仙
妹
、
間
閉
山
院
と
抑
制
L
、

安
政
五
年
十

一
月

H
六
日
沼
化
し
た
。

ニ
ツ
ザ
ン
日
山

日
泌
宗
の
仙
川
。
刑
制
咋
郁
妙
成

寺
四
十
七
代
の
臼
持
。
鰍
如
院
と
抑
制
し
、
明
治
四
年

六
月

H
六
円
泌
化
し
た
。

ニ
ツ
シ
目
至

日

一
辿
宗
の
前
。

木
山
川
坊
と
附
配
す

る
。
木
行
院
日
前
の
門
下
。
元
利
三
年
間
と
共
に
金

作
に
一卜
っ
て
本
行
曹
を
建
て
、そ
の
山
間
耐
と
な
っ
た
。

明
円
二
年
四
月
十
二
日
泌
化
。

ニ
ツ
シ
ユ
ウ
日
牧

日
諸
宗
の
附
。
字
は
秋
制
、

智
場
院
・
一
間
・
限
心
情
型
・
古
川
子
と
脱
し
た
。
能

殺
の
人
。
京
都
松
附
崎
山
林
・下
野
阪
府
必
林
に
然
び
、

心
州
日
院
日
誌
の
敬
中
日
公
け
、
次
い
で
安
凶
院
日
拠
に

迎
へ
ら
れ
、
妙
凶
寺
に
内
外
の
相
官
を
郁
じ
、
元
利
六

年
肥
後
に

F
っ
て
日
光
寺
に
住

L
、
附
主
加
藤
忠
磁

の
限
泊
を
得
た
o
m
脱
出
品
三
年
十
月
十
H
七
十
二
践
で

寂。

-
一
ツ
シ
ュ
ン
目
俊

日
泌
宗
の
併
。
修
副
院
と

抑制し
、
越
中
氷
見
の
入
。
羽
咋
郡
妙
成
寺
日
艇
の
門

よ
り
出
で
、
正
取
山
に
取
び
、
邸
前
三
年
妙
成
寺
十

入
代
に
住
し
、
長
屋
及
び
黒
門
を
建
て
、

一
切
経
設

を
私
遣
し
、

χ
文
句
を
中
林
談
林
に
都
ず
る
こ
と
六

年
に
及
ん
だ
。
廷
判
H

三
年
六
月
滞
士
九
里
挺
右
衛
門

の
母
が
死
亡
し
た
時
、
妙
成
寺
が
旦
那
寺
で
あ
っ
た

か
ら
、
金
制
作
に
来
っ
て
野
俊
を
密
ま
ん
こ
と
を
求
め

た
が
、
日
俊
は
辿
骸
を
湖
谷
に
詮
附
す
べ
〈
荒
川
出
し

た
。
然
る
に
時
正
に
暑
李
に
給
っ
た
の
で
、
先
右
衛

門
は
金
探
誠
一
心
寺
の
住
持
妙
源
院
を
導
仰
と
し
駄
烈

を
終
へ
た
。
是
を

U
て
附
間
後
爾
寺
削
に
お
騰
を
生
じ
、

互
に
説
訴
す
る
一
肋
あ
っ
た
が
、
五
年
取
務
者
し
、
日

佼
を
上
口
に
、
妙
源
院
を
下
口
に
E

謡
曲
以
し
、
耐
し
て

謎
心
寺
は
磁
却
を
命
ぜ
ら
れ
た
。
但
し
妙
成
寺
の
寺

川
田
に
は
日
俊
が
山
内
山
由
佳
切
に
逃
陪
し
、
天
和
三
年

正
且
二
日
示
寂
し
た
と
し
て
ゐ
る
。

=
ツ
シ
ョ
ウ
目
群
日
開
地
宗
一
の
併
。
金
搾
諮
滋

寺
八
代
の
住
持
で
、
波
紋
を
好
ん
だ
。

同
寺
椋
堵
に

貞
苧
五
年
日
詳
代
と
記
し
た
も
の
が
あ
る
。

=
ツ
シ
ョ
ウ
自
認

日
延
宗
の

mom羽
咋
榔
妙

成
寺
岡
」
1
三
代
に
目
白
、
器
普
院
と
椴
し
、
安
政
三

年

一
且
十
六
日
六
十
五
段
で
沼
化
し
た
。

ニ
ツ
シ
ュ
ン
目
春

日
活
宗
の
品
川
。
字
は
是
然
、

後
努
用
品
、
中
治
院
と
蹴

L
、
俗
姓
は
清
水
氏
。
元
利

八
年
二
且
十
六
日
金
持
に
生
ま
れ
た
。
八
践
の
昨
木

県
山
部
地
先
寺
中
心
日
諮
に
投
じ
て
出
家
、
十
六
歳
中
村

山
耐
林
に
入
。
、
三
十
八
歳
鈎
冠
引
談
林
の
税
全
と
な

り
、
部
い
で
松
附
談
林
に
泌
み
、
寛
文
広
年
四
十
四

九以
を
以
て
京一
部
妙
矧
寺
に
上
b
、
四
務
咽
綜
附
の
鼠

任
を
受
け
る
こ
と
十
七
年
、
後
附
仰
を
法
弟
日
空
に
説

っ
て
巡
隠
し
、
元
職
十
五
年
正
且
官
五
日
八
十

一
依

を
以
て
寂
し
た
。

ニ
ツ
セ
ン
目
詮

日
初
出
宗
の
例
。

河
北
山
市
な

る
臼
来
寺
九
代
に
m
m
り
、
持
ハ
山
院
と
縦
し
、
前
純
一

川山
部
に
及
ん
だ
。
明
限
九
年
三
月
凶
日
八
十

一
践
で

寂。
ニ
ツ
セ
ン
目
扇

日
泌
宗
の
針
。
羽
咋
郡
妙
成

寺
四
十
二
代
に
居
。
、
助
制
院
と
い
ひ
、
文
久
三
年

六
月
什
九
日制羽
化
し
た
。

-
一
ツ
ソ
ウ
目
相

日
強
宗
の
尼
e
金
持
の
人
。

久
裕
見
氏
、
俗
名
京
。
日
粧
の
京
都
よ
り
北
地
に
飛

倒
し
た
昨
初
め
て
教
を
受
け
た
。
先
永
十
七
年
そ
の

ほ
出
で
h

将
官
徳
川
家
光
に
刊
へ
、
イ
九
年
京
十
六

段
に
し
て
前
川
利
市
の
女
の
八
係
官
怨
剛
山
親
王
に
似

す
る
に
従
う
た
o
M
M
に
し
て
舟
老
い
た
る
を
以
て
、

震
は
致
仕
し
て
之
を
笥
し
、
後
円
割
延
山
日
境
に
よ
っ

て
得
度
し
、
妙
是
院
日
制
と
桝
し
た
が
、
ほ
の
間
間
後

持
軍
家
制
酬
は
そ
の
政
の
牢
を
日
制
に
典
へ
た
か
ら
、

日
制
は
竹
山
間
陀
を
廷
で

弘
之
に
問
。
、
X
母
の
お
に

妙
剛
山
寺
を
怨
み
、
次
い
で
竹
川
向
陪
を
行
巾
日
間四尼叫す

の
制
に
移
し
て
日
殴
寺
と
枕
し
た
。
貸
氷
二
年
十
月

そ
の
寂
す
る
昨
年
七
十
九。

=
ッ

y
ン

目

存

日
誌
宗
の
品
川
。
割
引
咋
部
妙
成

寺
六
代
に
位
し
、

χ
能
州
別
防
相
け
の
成
降
寺
及
び
拙
刊

に
金
持
に
町
村
っ
た
附
光
寺
を
山
聞
い
た
。
寺
側
に
M
m
郎

元
年
三

n十
七
日
寂
と
す
ろ
。

ニ
ツ
声
イ
日
泰

日
家
文
日
引
に
作
ろ
。
何
鴎

の
人
な
る
を
知
ら
ぬ
。
市

mぷ
に
日
〈
、
白
山
縦
割

の
住
み
給
ふ
山
に
拙
が
あ
る
。
御
在
加
を
航
る
こ
と

三
十
六
町
、
深
山
中
に
在
っ
て
縦
訓
七
入
段
許
、
脱

し
て
御
厨
拙
と
い
ふ
。
飽
王
相
集
っ
て
こ
L
に
供
廷

を
仰
へ
る
が
紋
に
、
人
の
近
づ
く
を
許
さ
ぬ
。
若
し

そ
の
傍
に
主
る
も
の
が
あ
れ
ば
、
前
官
忽
ち
起
っ
て

お
応
笥
ぜ
ら
れ
る
。
た
ど
深
川
融
と
地
混
と
の
み
、
円

て
徽
現
に
乞
う
て
こ
の
他
水
や
一
汲
ん
だ
こ
と
が
あ
る

六
回

O


